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幼体の生後 1 年間の発達過程が行動発達や身体成長の様々な指標から総合的に検討され，以下の 3 つ
の発達段階が設定された。
・第 1 発達段階(生後 2 カ月目以内) :新生体に特有な身体的特徴や行動が認められ，常同行動を含
めて様々な行動が発現し始める段階。
・第 2 発達段階(生後 2. 3 カ月目以後 5. 6 カ月目以内) :幼体の行動パターンやその生起頻度に
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個体差が生じ，遊び的な行動や自己指向性の常同行動が顕著に見られる段階。








-生育条件 2 :生後 1 カ月目の終り頃に隔離飼育を開始する。
・生育条件 3 :生後 3 カ月目以後 6 カ月日以内に隔離飼育を開始する 0
・生育条件 4 :生後 7 カ月目以後に隔離飼育を開始する。
-生育条件 5 :隔離飼育を行わない(幼体は，放飼集団において飼育される)。
方法;視覚的刺激呈示実験，触覚的刺激呈示実験，社会的刺激(同種成体)呈示実験の 3 種類の実験










方法;生育条件 5 の幼体を除く第 1 実験に用いられた幼体(計15頭)を特定の同年齢向性個体に 1 日
3 時間，連続10 日間出会わせる。実験時の幼体の年齢は 15カ月齢から 18カ月齢であった。
結果と考察;生育条件 3 と生育条件 4 の幼体は出会わせ個体に適切な社会的行動を示した。一方，生
































的刺激呈示実験が幼体の生後 1 年聞にわたって行なわれた。その結果生後 1 カ月以内の隔離飼育が幼体
の行動に多様の，そして多くの歪みをもたらすことが明らかとなった。ニホンザ)レ幼体の行動発達には
多くの要因が複雑に関与しているが，本研究において学習性の要因の重要性についても有意義な論議が
なされた。
以上，本論文は比較行動学的観点からニホンザ'ルの行動発達研究に多くの貢献をなし，学術博士の学
位を授与するのに充分であると判定する。
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